
宗谷線（名寄～稚内間）について

１ 運行区間の概要

・営業キロ １８３．２ｋｍ
・駅数 ３３駅（有人駅５駅、無人駅２８駅）
・本数 特急上下６本、普通上下１４本

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス

・旭川～名寄～音威子府～鬼志別（猿払） １往復/日 （宗谷バス）
・旭川～名寄～音威子府～枝幸 ２往復/日 （宗谷、道北バス）
・札幌～旭川～音威子府～枝幸 １往復/日 （宗谷バス）
・札幌～（留萌）～幌延～豊冨 ４往復/日 （沿岸バス）
・札幌～稚内 ６往復/日 （宗谷バス、北都交通）

○路線バス
・名寄～恩根内 平日１６便（上下 ９便＋７便）/日（名士バス）
・音威子府村内 １２便（上下 ５便＋７便）/日（村営バス）
・豊富～幌延～留萌 ５往復/日（沿岸バス）
・稚内～稚内空港 ４往復/日（宗谷バス）

（２）高規格幹線道路
北海道縦貫自動車道（開通区間：名寄～美深北、幌延～豊富北）
※音威子府～中川はＨ３０年度開通予定

至 旭川

稚内

名寄

豊富

４ 特記事項

・平成２９年３月のダイヤ改正から札幌～稚内間の特急３往復のうち、
２往復を旭川～稚内間の運行（旭川駅で札幌～旭川間の特急と接続）
とした。

２ 経営状況

・輸送密度 ４０３人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △２，５４１百万円（Ｈ２７）

・営業係数 ６１８円（Ｈ２７）

幌延

音威子府

天塩中川

美深

歌内

南美深

筬島

名寄高校ほか ■

◆名寄市立総合病院

美深厚生病院

◆市立稚内病院ほか

◆

◆音威子府村立診療所

◆中川町立診療所

◆ 幌延町立診療所

◆ 豊富町立国保病院

■稚内高校ほか

■美深高校

■
おといねっぷ

美術工芸高校

■ 豊富高校

恩根内

至 枝幸、

鬼志別（猿払）

至 天塩、

留萌

豊富北IC

名寄IC

幌延IC

美深北IC

(仮)音威子府IC

(仮)中川IC

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

稚内空港

利尻空港

礼文空港



・営業キロ ２３４．０ｋｍ
・駅数 ３６駅 （有人駅４駅、無人駅３２駅）
・本数 特急上下８本

普通上下５２本

石北線（新旭川～網走間）の概要

・毎年秋から翌年春にかけて、農産物輸送用として、臨時貨物列車（通称玉ねぎ列車）が北見～新旭川間（上下６本）

を運行。

・平成２９年３月のダイヤ改正から札幌～網走間の特急４往復のうち２往復を旭川～網走間の運行（旭川駅で札幌～

旭川間の特急と接続）とした。

（１）バス
○都市間バス
・旭川～北見 4往復/日（道北、北見バス）

・旭川～遠軽 2往復/日（道北、北見バス）
・札幌～北見～網走 9往復/日(中央、北見、網走バス）
・札幌～旭川～遠軽 2.5往復/日（中央、道北、北見バス）

（２）高規格幹線道路

○旭川・紋別自動車道

・開通区間：比布JCT～遠軽瀬戸瀬
○北海道横断自動車道
・開通区間：訓子府～北見東、美幌～女満別空港

４ 特記事項

３ 他の交通モード

２ 経営状況

１ 運行区間

○路線バス
・旭川～上川 7往復/日（道北バス）
・丸瀬布～遠軽 4往復/日（遠軽町営）
・遠軽～生田原 3.5往復/日（北見バス）
・留辺蘂～北見 15.5往復/日（北見バス）
・北見～美幌 11往復/日（北見バス）
・美幌～網走 6往復/日（網走バス）
・網走～女満別空港 13往復/日（網走バス）
・美幌～女満別空港 3往復/日（網走バス）
・北見～女満別空港 12往復/日（北見バス）

◆北見赤十字病院ほか

◆ 網走厚生病院ほか

◆市立旭川

病院ほか

◆ 遠軽厚生病院ほか

◆上川医療ｾﾝﾀｰ
■上川高校

■北見北斗高校ほか

■遠軽高校ほか

■

留辺蘂

高校

・輸送密度 １，１４１人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △３，５６８百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ３２４円（Ｈ２７）

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

美幌IC

女満別空港



富良野線（富良野～旭川間）について

２ 経営状況

・輸送密度 １，４７７人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △９５６百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ３６３円（Ｈ２７）

１ 運行区間の概要

・営業キロ ５４．８ｋｍ
・駅数 １７駅（有人駅４駅、無人駅１３駅）
・本数 上下３８本

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス

なし
○路線バス
・旭川～中富良野～上富良野～美瑛～富良野 ８往復/日（ふらのバス）
・旭川～美瑛（白金温泉） ７往復/日（道北バス）
・旭川～旭川空港 ９往復（旭川電気軌道）

（２）高規格幹線道路
なし

至 新得

富良野
・ 夏季に富良野・美瑛ノロッコ号（旭川・美瑛～富良野 ３往復／日）を運行。
・ 臨時駅「ラベンダー畑駅」開設。

４ 特記事項

旭川

至 滝川

美瑛

旭川空港

上富良野

中富良野

◆富良野病院

旭川東高校ほか■

富良野高校ほか

■

■ 上富良野高校

美瑛高校■

◆ 上富良野町立病院

◆ 市立旭川病院ほか

◆美瑛町立病院

白金温泉

旭川医大◆

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港



・Ｈ２８.２月末で運行を終了した「流氷ノロッコ号」（網走～知床斜里間）について、沿線市町の意向を受け、ＪＲ北海

道が既存車両（２両編成）にラッピングを施し、Ｈ２９.１月末～２月に「流氷物語号」として運行を開始（１日２往復）

釧網線（東釧路～網走間）の概要

・輸送密度 ５１３人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１，６１７百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ５６１円（Ｈ２７）

・営業キロ １６６．２ｋｍ
・駅数 ２６駅（有人駅４駅、無人駅２２駅）
・本数 上下１８本

（１）バス

○都市間バス なし
○路線バス
・網走～知床斜里 ４往復/日（網走バス）
・網走～女満別空港 １３．５往復/日（網走バス）
・知床斜里～緑 ２往復/日（斜里バス）
・摩周～川湯ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 平日５往復/日（阿寒バス）
・標茶～中標津～標津 ５往復/日（阿寒バス）
・釧路～遠矢 ８．５往復/日（釧路バス）
・釧路～釧路空港 １５往復/日（阿寒バス）

（２）高規格幹線道路 なし

４ 特記事項

３ 他の交通モード

２ 経営状況

１ 運行区間

■ 斜里高校ほか

◆ 網走中央病院ほか

◆ 摩周厚生病院

◆ 標茶町立病院

■ 標茶高校

■ 弟子屈高校

■ 網走桂陽高校ほか

釧路赤十字病院ほか ◆

釧路東高校ほか ■

・６月に観光列車「くしろ湿原ノロッコ号」を運行（釧路～塘路間、１日２往復）

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

女満別空港

至 帯広

釧路空港

中標津空港



根室線（釧路～根室間）の概要

１ 運行区間

２ 経営状況
・輸送密度 ４４９人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１，０７６百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ５１７円（Ｈ２７）

・営業キロ １３５．４ｋｍ
・駅数 ２０駅（有人駅３駅、無人駅１７駅）
・本数 上下１６本

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス

・札幌～根室 1往復/日（北都交通、根室交通）
・釧路～厚床～根室 3往復/日（くしろバス、根室交通）

（２）高規格幹線道路
・北海道横断自動車道（開通区間：～阿寒IC、釧路西IC～釧路東IC）
・釧路東IC～釧路別保IC(H30開通予定)、(仮)温根沼IC～(仮)根室IC(H31開通予定)

○路線バス
・釧路～厚岸 ４往復/日（くしろバス）
・根室～厚床～中標津空港 ４往復/日（根室交通）
・釧路～釧路空港 １５往復/日（阿寒バス）

◆ 市立根室

病院ほか

■ 根室高校ほか

■ 厚岸翔洋高校

◆ 町立厚岸

病院ほか

◆ 釧路赤十字

病院ほか

■ 釧路東

高校ほか

４ 特記事項

・アニメ「ルパン三世」が描かれたラッピング列車を運行（１両、１日１～２往復）

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

釧路空港

中標津空港



根室線（滝川～富良野間）について

２ 経営状況

・輸送密度 ４８８人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１，１８３百万円（Ｈ２７）
・営業係数 １，０１０円（Ｈ２７）

１ 運行区間の概要

・営業キロ ５４．６ｋｍ
・駅数 １０駅（有人駅２駅、無人駅８駅）
・本数 上下１９本

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス
・札幌～赤平～芦別～富良野 １０往復/日（中央バス）

○路線バス
・滝川～赤平～芦別 ２１往復/日（中央バス）
・滝川～赤平 １６往復/日（中央バス）

（２）高規格幹線道路
なし

至 釧路

至 南千歳

至 札幌

新

得

富良野

至 旭川

至 旭川

赤平

芦別

島ノ下

４ 特記事項

・ 夏季に臨時特急フラノラベンダーエクスプレス（札幌～富良野 最大２往復／日）を
運行。

滝川IC

■芦別高校

富良野高校ほか

滝川西高校ほか

■

■

◆市立芦別病院

富良野協会病院
◆

市立滝川病院ほか
◆

滝川

・ 貨物列車が運行（滝川～富良野間 臨時上下４本）

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港



根室線（富良野～新得間）について

２ 経営状況

・輸送密度 １５２人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △９７９百万円（Ｈ２７）
・営業係数 １，８５４円（Ｈ２７）

１ 運行区間の概要

・営業キロ ８１．７ｋｍ
・駅数 ９駅（有人駅２駅、無人駅７駅）
・本数 上下１３本

４ 特記事項

・ 平成２８年８月の台風１０号により、不通となっている東鹿越～新得間については、
バス代行輸送を実施中。（上下１０本）

・ 被災した東鹿越～上落合間の復旧に要する概算費用は１０．５億円と公表（H29.7）

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス
・旭川～帯広 ３往復/日（道北バス、拓殖、十勝バス）

※富良野は、旭川方面の降車、帯広方面の乗車のみ

※新得は、旭川方面の乗車、帯広方面の降車のみ

○路線バス
・富良野～西達布 ５往復/日（ふらのバス）
・幾寅～下金山、金山、落合、北落合 デマンド方式（南富良野町営バス）
・富良野～占冠 ３往復/日（占冠村営バス）
・占冠～（トマム）～幾寅 ２往復/日（占冠村営バス）

（２）高規格幹線道路
なし

至帯広

富良野

幾寅

東鹿越

至 滝川 至 旭川

■

富良野高校ほか

■

新得高校

◆ 富良野

協会病院

■

南富良野高校

下金山

占冠

西達布

落合

トマム

金山

新得

上落合

信号場

至 南千歳

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港



室蘭線（沼ノ端～岩見沢間）について

１ 運行区間の概要

２ 経営状況
・輸送密度 ５００人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１，１１７百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ９６５円（Ｈ２７）

４ 特記事項

・営業キロ ６７．０ｋｍ
・駅数 １３駅（有人駅２駅、無人駅１１駅）
・本数 上下１７本

・ 貨物列車が運行（沼ノ端～追分間 定期上下６本、追分～岩見沢間 定期上り２本）

３ 他の交通モード
（１）バス
○都市間バス
・札幌～栗沢－栗山 ６往復（中央バス）
・札幌～沼ノ端～苫小牧 札幌行き２７便、苫小牧行き２９便

（中央バス、道南バス）
○路線バス
・岩見沢～栗山 ７．５往復／日（中央バス）
・岩見沢～栗山－由仁町 ５．５往復／日（中央バス）
・岩見沢～栗山～由仁町～三川 ５往復／日（中央バス）
・追分～早来 ３往復／日（あつまバス）
・早来～遠浅 ２往復／日（あつまバス）
・早来～遠浅～沼ノ端～苫小牧 ９往復／日（あつまバス）
・苫小牧～新千歳空港 １４往復／日（道南バス）

（２）高規格幹線道路
なし

至 帯広･釧路

岩見沢

沼ノ端苫小牧

追分

栗山

栗沢

由仁

三川

安平

早来

遠浅

至 札幌

至 札幌

至 旭川

至 室蘭･函館

■
苫小牧東高校
ほか

■栗山高校

■岩見沢東高校
ほか

◆
苫小牧病院
ほか

◆由仁町立病院
◆栗山赤十字
病院

◆岩見沢市立病院

岩見沢IC

追分町IC

沼ノ端

西IC

新千歳空港

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

追分高校■



札沼線（北海道医療大学～新十津川間）について

１ 運行区間の概要

２ 経営状況

・輸送密度 ７９人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △３５１百万円（Ｈ２７）
・営業係数 ２，２１３円（Ｈ２７）

４ 特記事項

・営業キロ ４７．６ｋｍ
・駅数 １７駅（有人駅１駅、無人駅１６駅）
・本数 上下１５本

・ なし

３ 他の交通モード

（１）バス
○路線バス
・滝川～新十津川
・滝川～新十津川～浦臼
・浦臼～奈井江

・浦臼～晩生内
・月形～岩見沢
※参考（医療大～あいの里 ８～２２往復／日（当別ふれあいバス））

（２）高規格幹線道路
なし

１９．５往復／日（中央バス）
５ 往復／日（中央バス）
５．５往復／日（浦臼町営バス）
１ 往復／日（浦臼町営バス）
８．５往復／日（中央バス）

札

幌

至 岩見沢・旭川

至 南千歳

至 小樽

あいの里教育大

石狩月形

浦臼

新十津川

新琴似

桑園

晩生内

滝川

奈井江

岩見沢

■月形高校

新十津川
農業高校■

北海道医療大学

石狩当別

月形町立病院◆
当別高校
■

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港



留萌線（深川～留萌間）について

２ 経営状況

・輸送密度 １８３人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △６８３百万円（Ｈ２７）
・営業係数 １，３４２円（Ｈ２７）

１ 運行区間の概要

・営業キロ ５０．１ｋｍ
・駅数 １２駅（有人駅２駅、無人駅１０駅）
・本数 上下１７本

４ 特記事項

・ なし

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス
・留萌～札幌（深川経由） ４往復/日（中央バス）

※留萌－札幌間は、滝川経由もあり

○路線バス
・留萌～秩父別～深川～旭川 １０往復/日

（沿岸バス・道北バス共同運行）
・沼田～秩父別～深川 ９往復/日（空知中央バス）

（２）高規格幹線道路
深川・留萌自動車道（開通区間：深川JCT～留萌大和田）
※平成31年度に全線開通予定

（北竜町碧水）

至 旭川

至 富良野

至 札幌

秩父別

石狩沼田

滝川

◆ 留萌市立病院ほか

深川西高校ほか

深川

留萌高校ほか■

■

◆
深川

市立病院

留萌大和田IC

沼田IC

秩父別IC

深川JCT

留萌

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

（仮）留萌IC



日高線（苫小牧～鵡川）の概要

・営業キロ ３０．５ｋｍ
・駅数 ５駅（有人駅１駅、無人駅４駅）
・本数 上下１７本

なし

（１）バス
○都市間バス
・鵡川～札幌 7.5往復/日（道南バス）

○路線バス
・苫小牧～鵡川 3往復/日（道南バス）

（２）高規格幹線道路
日高自動車道（開通区間：苫小牧東～日高門別）

４ 特記事項

３ 他の交通モード

２ 経営状況

１ 運行区間の概要 鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

・輸送密度 ５８９人/キロ/日（Ｈ２６）
・営業損益 △４４３百万円（Ｈ２６）
・営業係数 ８０３円（Ｈ２６）



日高線（鵡川～様似）の概要

・営業キロ １１６．０ｋｍ
・駅数 ２５駅（有人駅２駅、無人駅２３駅）
・本数 上下１９本

・H27年1月、9月及びH28年8月の高波等により、厚賀～大狩部間などで橋梁の流出や護岸倒壊などが発生し、
鵡川～様似間運休（代行バス運行）

・日高線検討会議（国、道、JR）において、復旧費用の負担について検討（H27.6月～1月：計5回）
・日高線沿線自治体協議会（沿線７町、道、ＪＲ）において、運行再開に向けて協議(H27.12月～H28.3月：計8回）
・日高町村会を中心に、沿線７町、道、運輸局による新たな協議会において、DMV、バス、BRTに関する調査・検討を
実施（H29.4月～）し、H29.11月までに調査報告をまとめ、12月に公表予定。

（１）バス
○都市間バス
・浦河～札幌 7.5往復/日（道南バス）
・えりも～札幌 1往復/日（ＪＲバス）

○路線バス
・苫小牧～静内 3往復/日（道南バス）
・静内～浦河 5往復/日（道南バス）
・浦河～様似 12往復/日（ＪＲバス）

（２）高規格幹線道路
日高自動車道（開通区間：苫小牧東～日高門別）
・ 日高門別IC～日高厚賀IC （H29年度開通予定）

４ 特記事項

３ 他の交通モード

２ 経営状況

１ 運行区間の概要

◆ 浦河赤十字病院ほか

■ 浦河高校ほか

◆ 静内
病院ほか

■ 静内
高校ほか

◆ 門別国保
病院ほか

■ 富川
高校ほか

◆ 鵡川厚生

病院ほか

■ 鵡川

高校ほか

◆ 苫小牧

病院ほか

■ 苫小牧東

高校ほか

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

新千歳空港

・輸送密度 １８６人/キロ/日（Ｈ２６）
・営業損益 △１，１００百万円（Ｈ２６）
・営業係数 １，４７６円（Ｈ２６）



石勝線夕張支線（新夕張～夕張間）について

１ 運行区間の概要

２ 経営状況

・輸送密度 １１８人/キロ/日（Ｈ２７）
・営業損益 △１５０百万円（Ｈ２７）
・営業係数 １，１８８円（Ｈ２７）

４ 特記事項

・営業キロ １６．１ｋｍ
・駅数 ６駅（有人駅１駅、無人駅５駅）
・本数 上下１０本

○ＪＲとの協議について
・H28.8.8 夕張市長がＪＲ北海道 島田社長と面談し、一定の条件のもと、廃止を容認。
・H28.8.17 ＪＲが夕張支線の廃止を提案。夕張市の提示した条件については協力方針。
・H28.10.1 ＪＲが夕張市に職員派遣

３ 他の交通モード

（１）バス
○都市間バス
・札幌－鹿ノ谷－夕張

○路線バス
・夕張－鹿ノ谷
・夕張－南清水沢
・南清水沢－新夕張
・南清水沢・清水沢－新さっぽろ

３往復／日（中央バス）

１ 往復／日（中央バス）
８ 往復／日（夕鉄バス）
２．５往復／日（夕鉄バス）
７．５往復／日（夕鉄バス）

至 札幌

新夕張 至 新得至 南千歳

清水沢

南清水沢

沼ノ沢

鹿ノ谷

夕張

夕張高校■

夕張ＩＣ
（２）高規格幹線道路

なし

鉄道

路線バス

高規格幹線道路

都市間バス

■

◆

主な高校

主な病院

空港

◆ 夕張市立診療所


